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●
島
前
地
域
三
島
唯
一
の
高
校
、
隠
岐
島
前
高
校

　

隠
岐
諸
島
の
島
前
地
域
は
、
西
ノ
島
町
（
西
ノ
島
）、
海
士
町
（
中

ノ
島
）、
知ち

夫ぶ

村
（
知
夫
里
島
）
の
三
町
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

海
士
町
に
位
置
す
る
島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
等
学
校
（
以
下
、
島
前
高

校
）
は
そ
の
地
域
で
唯
一
の
高
校
で
す
。

　

平
成
一
二
年
頃
ま
で
は
七
〇
名
前
後
い
た
入
学
者
数
も
、
同
二
〇

年
に
は
二
八
名
に
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
、
生
徒
数
は
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。
島
根
県
の
県
立
高
校
の
基
準
で
は
入
学
者
数

が
二
一
名
を
切
る
と
統
廃
合
検
討
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
ま

ま
い
け
ば
五
年
の
間
に
そ
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

地
域
か
ら
高
校
が
な
く
な
る
と
、
島
前
の
子
ど
も
た
ち
は
中
学
校

卒
業
と
同
時
に
進
学
の
た
め
島
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
経
済
的
に
余
力
の
な
い
家
庭
は
、
家
族
ご
と
島
を

離
れ
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
口
流
出
が
さ
ら
に
加
速
す
る

た
め
、
学
校
の
存
続
は
地
域
の
存
続
に
直
結
す
る
問
題
で
し
た
。

●
ひ
と
り
の
若
者
と
の
出
会
い

　

当
時
、
海
士
町
役
場
の
財
政
課
長
で
あ
っ
た
吉
元
操
は
、
島
前
高

校
の
存
続
問
題
を
大
き
な
危
機
と
し
て
捉
え
て
い
ま
し
た
が
、
役
場

に
県
立
高
校
の
部
署
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
な
か
な
か
突
破
口
を

見
つ
け
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
平
成
一
八
年
か
ら
、
海
士
町
で
は

A
M
A
ワ
ゴ
ン
と
い
う
大
学
生
と
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
交
流
の
中
で
岩
本
悠
と
い
う
若
者
（
現
・
島
根
県
教
育
魅
力
化
特
命
官
）

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
岩
本
は
当
時
ソ
ニ
ー
で
人
材
育
成
に

境港
七類

島前 中ノ島

西ノ島

知夫里島

隠岐諸島 20km

隠岐島前：島根半島の北東約60km、
隠岐諸島南西部にある3島からなる
地域。かつては、焼火山を中心とし
たひとつの島だった。中ノ島の海士
町、西ノ島の西ノ島町、知夫里島の知
夫村からなる。面積は約100km2、人
口は約5,840人（平成27年5月現在）。

未
来
を
変
え
る
島
の
学
校

「
島
前
教
育
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

海
士
町
総
務
課　

濱
中 

香
理

❸
隠お

岐き

島ど
う

前ぜ
ん（

島
根
県
海あ

士ま

町
ほ
か
）
─
隠
岐
島
前
高
等
学
校

◦実施事例◦
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携
わ
っ
て
い
た
人
物
で
す
。
彼
は
「
島
前
高
校
は
本
土
の
よ
う
な
進

学
校
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
島
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
人
間
力

や
志
を
高
め
な
が
ら
、
将
来
社
会
や
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
活

躍
で
き
る
人
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
だ
」
と
吉
元
に
ア
ド
バ
イ
ス
。

吉
元
は
こ
の
言
葉
に
大
き
く
感
銘
を
受
け
、
こ
の
島
で
一
緒
に
や
ら

な
い
か
と
岩
本
に
猛
烈
な
オ
フ
ァ
ー
を
か
け
ま
す
。
岩
本
は
と
て
も

困
惑
し
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
日
本
や

社
会
全
体
も
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、

島
へ
の
移
住
を
決
断

し
ま
す
。
こ
う
し
て

島
前
高
校
の
未
来
と

存
続
を
か
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
産
声
を

上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

●
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

「
島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動

　

当
初
「
高
校
の
存
続
」
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
が
、
岩
本
は
「
存
続
」
と
い
う
言
葉
に
違
和
感
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。「
存
続
」
を
掲
げ
れ
ば
掲
げ
る
ほ
ど
、
む
し
ろ
生
徒
や
保

護
者
が
離
れ
て
い
く
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
が
「
行
き
た
い
」、

保
護
者
も「
行
か
せ
た
い
」、
地
域
も「
活
か
し
た
い
」、
教
員
も「
赴

任
し
た
い
」
と
い
う
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
必
要
で
し
た
。

　

そ
ん
な
島
前
な
ら
で
は

の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
岩
本
は

島
前
三
町
村
と
学
校
を
つ

な
ぐ
仕
組
み
を
考
え
ま
し

た
。
当
時
、
高
校
に
は
部

活
動
遠
征
費
な
ど
の
財
政

的
な
支
援
を
行
う
「
後
援

会
」
組
織
が
あ
り
ま
し
た

が
、
活
動
は
あ
ま
り
活
発

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
中
に
は
、
島

前
三
町
村
の
町
村
長
、
議

長
、
教
育
長
、
中
学
校
長

隠岐島前高校（中央）
は中ノ島にある。西ノ
島（右奥）と知夫里島

（左奥）との3島で島前
地域を構成する。

「AMAワゴン」は平成18年にスタートした都市農村交流事業。
都市の若者を海士町に迎え、高校や中学校で出前授業を実施し
てもらった。
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ら
け
の
地
域
で
す
が
、
じ
つ
は
こ
れ
こ
そ
が
島
前
な
ら
で
は
の
教
育

の
魅
力
と
も
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
本
や
世
界
の
重
要
課
題
の

最
前
線
と
い
え
る
こ
の
地
で
挑
戦
し
た
り
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
日
本
や
世
界
の
未
来
を
切
り
拓
く
力
と
な
り

ま
す
。
島
前
高
校
で
は
平
成
二
三
年
か
ら
、
地
域
課
題
を
学
ん
で
解

決
策
を
考
え
る
「
地
域
学
」
な
ど
の
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
教
室

だ
け
で
は
な
く
島
前
三
島
に
出
か
け
、
地
域
に
実
在
す
る
課
題
を
体

感
し
な
が
ら
現
場
で
の
実
践
を
行
う
授
業
で
す
。

　

ま
た
、「
ひ
と
」
を
観
光
資
源
と
捉
え
た
体
験
型
観
光
プ
ラ
ン
の

計
画
と
ツ
ア
ー
の
実
践
を
行
う
「
ヒ
ト
ツ
ナ
ギ
」
な
ど
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
に
も
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
ヒ
ト
ツ
ナ
ギ
は
平
成

二
一
年
に
行
わ
れ
た
「
第
一
回
観
光
甲
子
園
」
に
出
場
、
グ
ラ
ン
プ

リ
と
な
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
も
世
界
唯
一
の
部
活
動
と
し
て
、
現
在
も
継
続
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

●
高
校
連
携
型
の
公
立
塾
「
隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー
」

　

高
校
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地
域
と
の
連
携
を
強
化
す
る

ほ
か
に
、
や
は
り
学
力
向
上
と
進
路
実
現
に
向
け
た
体
制
強
化
が
必

要
で
す
。
地
域
に
複
数
の
高
校
が
あ
る
よ
う
な
都
市
部
で
は
、
学
力

や
進
路
希
望
に
合
わ
せ
た
高
校
選
択
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
島
前
高

校
の
よ
う
に
地
域
唯
一
の
高
校
で
は
、
学
力
の
高
い
生
徒
も
低
い
生

徒
も
同
じ
教
室
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
力
差
が
著
し
い
生
徒

な
ど
の
関
係
者
が
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
組
織
を
見

直
し
て
活
か
す
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
二
〇
年
に
「
隠
岐
島
前
高
等
学
校
の
魅
力
化
と
永
遠

の
発
展
の
会
」（
魅
力
化
の
会
）
と
い
う
組
織
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
翌
年
に
は
下
部
組
織
と
し
て
、
高
校
教
員
と
三
町
村
職
員
、
中

学
校
教
員
、
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
隠
岐
島
前
高

等
学
校
魅
力
化
推
進
協
議
会
」（
推
進
協
議
会
）
も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
島
前
高
校
の
魅
力
化
を
目
指
す

「
島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大
き
く
二
つ
の
指
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
島

前
三
町
村
か
ら
の
生
徒
の
入
学
率
の
向
上
と
島
外
か
ら
の
入
学
者
数

の
増
加
で
す
。
ま
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
通
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
や
地
域
と
の
協
働
を
推
進
す
る「
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
校
内
に
配
置
す
る
仕
組
み
も
つ
く
り
、
岩
本
自
身
も
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
、
学
校
に
籍
を
置
き
な
が
ら
教
員
と
と
も
に
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
島
根
県
の
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
、

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
社
会
教
育
主
事
」
の
高
校
派
遣
の
体
制
も

整
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
体
制
の
中
で
、
島
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

「
魅
力
あ
る
」
教
育
づ
く
り
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

●
地
域
課
題
解
決
型
学
習
「
地
域
学
」

　

島
前
な
ら
で
は
の
教
育
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？　

人
口
減

少
、
超
少
子
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
財
政
難
な
ど
、
一
見
問
題
だ
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割
と
な
る
約
一
四
〇
名
が
通
う
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
空
き
家
を
利

用
し
て
の
運
営
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
七
年
に
は
築

一
〇
〇
年
の
古
民
家
を
増
改
築
し
た
新
学
舎
が
整
備
さ
れ
、
夜
遅
く

ま
で
熱
心
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
全
国
か
ら
多
彩
な
生
徒
を
募
集
す
る
「
島
留
学
」

　

島
前
の
よ
う
な
離
島
地
域
で
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
は
ク
ラ
ス

替
え
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
、
限
ら
れ
た
人
間
関
係
の
中
で
育
ち
ま

す
。
ど
う
し
て
も
価
値
観
や
関
係
性
、
役
割
が
固
定
化
し
、
刺
激
や

た
ち
の
指
導
を
高
校
が
一
手
に
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
教
員
の

数
も
限
ら
れ
十
分
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

し
た
。
そ
こ
で
、
高
校
と
連
携
し
て
生
徒
や
教
員
を
支
援
す
る
公
立

塾
「
隠お

岐き
の

國く
に

学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
二
二
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
徒
自
ら
が
目
標
や
計
画
を
立
て

勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
る
「
自
立
学
習
支
援
」
と
、
生
徒
の
夢
や
将

来
の
や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
進
路
実
現
や
学
習
に
対
し
て
の

意
欲
を
高
め
る
た
め
の
対
話
型
授
業
「
夢
ゼ
ミ
」
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
設
立
当
初
は
一
〇
名
だ
っ
た
受
講
生
も
現
在
で
は
全
生
徒
の
八

地域課題解決型学習の一環で、外国人観光客向けの観光プラン
を考えた。

島前3町村の首長を前に、高校生が直接プランを提案する機会
もある。

ヒトツナギは平成21年に行われた「第1回観光甲子園」でグラ
ンプリとなる文部科学大臣賞を獲得。
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

が
充
実
し
、
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
島
外
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
数
百
件
を
超

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
に
は
、
島

根
県
教
育
委
員
会
に
て
島

前
高
校
の
募
集
定
員
を
一

ク
ラ
ス
四
〇
名
か
ら
二
ク

ラ
ス
八
〇
名
へ
増
や
す
こ

と
が
決
定
さ
れ
、
島
留
学

生
の
入
学
者
数
も
年
々
増

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

●
未
来
の
つ
く
り
手
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」
の
育
成

　

島
前
高
校
は
平
成
二
七
年
に
、
離
島
の
学
校
と
し
て
は
全
国
で
初

め
て
文
科
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
地
域
学
」「
ヒ
ト
ツ
ナ
ギ
」
な
ど
、
地
域
「
に
」

飛
び
出
す
機
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
地

域
「
を
」
飛
び
出
す
機
会
も
充
実
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
六
年
か
ら
は
、
二
年
生
全
員
を
対
象
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研

競
争
意
識
が
不
足
し
が
ち
と
な
る
の
が
課
題
で
し
た
。
そ
う
し
た
状

況
を
打
破
す
る
た
め
に
平
成
二
二
年
に
、
島
外
か
ら
意
志
あ
る
生
徒

を
募
集
す
る
「
島
留
学
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

親
元
を
離
れ
て
寮
生
活
を
行
う
島
留
学
生
に
対
し
て
は
、
身
元
引

受
人
と
し
て
地
域
の
有
志
の
方
々
に
「
島
親
」
と
な
っ
て
も
ら
う
制

度
を
つ
く
り
、
島
の
伝
統
文
化
や
生
活
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
た
り
、

地
域
と
生
徒
を
結
ぶ
役
割
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
島
留

学
生
は
地
元
生
と
異
な
り
、
里
帰
り
の
際
に
多
く
の
費
用
が
か
か
る

た
め
、
帰
省
実
費
の
半
額
を
補
助
す
る
「
里
帰
り
交
通
費
補
助
金
」

な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
東
京
や
大
阪
で
説
明
会
を
開
い
て

も
数
人
し
か
こ
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
島
前
高
校
魅
力
化
プ

平成27年に古民家を増改築して整備された「隠
岐國学習センター」の新学舎。

隠岐國学習センターで実施されている対話型授
業「夢ゼミ」の光景。

島前高校の島留学は平成22年に開始。今では生徒のおよそ半数が島留
学生となっている。
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修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
島
前
地
域
は
世
界
一
の
ド
田
舎
モ
デ
ル
を
目

指
す
島
で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
そ
の
対
極
に
あ
る
世
界
的
な
都

市
型
モ
デ
ル
の
島
で
す
。
真
逆
の
価
値
観
、
環
境
に
入
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
の
島
の
魅
力
や
課
題
、
可
能
性
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

平
成
二
八
年
か
ら
は
、
希
望
生
徒
を
対
象
に
ブ
ー
タ
ン
、
ロ
シ
ア
、

エ
ス
ト
ニ
ア
な
ど
の
海
外
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
田
舎
セ
ン
ス
／
都
会
セ
ン
ス
」「
ロ
ー
カ
ル
／
グ
ロ
ー
バ
ル
」
の
両

方
の
価
値
観
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
地
球
視
点
で
考
え
な
が
ら
地
域

で
実
践
で
き
た
り
、
逆
に
地
域
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
球
規
模
で

■島前でのICT活用による教育の魅力化
　島前教育魅力化プロジェクトでは、教育のICT活用も積
極的に実践しています。島前高校にはLTE回線がついた
iPadが50台設備されており、調べ学習やアクティブ・ラー
ニング（学修者が能動的に学修することによって、汎用的能力の育成

を図るもの）への活用が始まっています。また普通教室には60
インチの液晶ディスプレイが設置されています。iPadの画面
をディスプレイに表示しての指導や、ディベートの際に相互
の資料を表示するなどに使われています。特にディベートで
は、相手の資料を見据えて反論の根拠をすぐにiPadで調べ、
資料を随時更新していく独特の学習が行われており、これか
らの時代に必要な「情報編集力」の育成に寄与しています。
　隠岐國学習センターにも同じくLTE回線付iPadが40台設
備されています。高校同様に調べ学習でも使われていますが、
その他「英会話（フィリピンの大学生と接続）」「卒業生による質
問対応（遠隔授業システム）」「ウェブドリル」でもiPadが活躍
しています。定期テスト期間中、普段より多くの質問が学習
センターには寄せられるのですが、卒業生を組織化し遠隔で
質問対応にあたってもらっています。先輩たちがICTの力を
借りて後輩たちを遠隔指導してくれることで、試験中の質問
の多い時期も生徒たちは困ることがなく、大学生がいない島
前地域では本当に助かっています。また島前3つの島に住む
中学生に対して英・数・国の遠隔授業を配信しており、基礎
学力の向上の役割を担っています。
　島前高校の男子寮としても使われている島前研修交流セン
ター「三燈（さんとう）」には、遠隔地と空間をつなぐ「Smooth 
Space（スムーススペース）」が設備されています。これは幅4m、
高さ2mのスクリーンが2枚L字型にレイアウトされており、
あたかも向こう側とつながった一つの空間をつくりだすシス
テムです。このシステムを使って宮崎県立飯野高校（えびの市）

と定期的に遠隔授業を行っており、相互に地域課題プロジェ
クトの活動報告や情報共有・意見交換をしています。この学
習プログラムにより、近視眼的になりがちな地域課題につい
ても、広い視点で取り組む姿勢が生徒たちに芽生えているの
を感じています。

（島前教育魅力化プロジェクト  教育ICTディレクター　大辻雄介）

◆島前教育魅力化プロジェクト①◆



50

活
躍
で
き
る
未
来
の
つ
く
り
手
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
活
用
に
よ
る
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
の
解
消

　

島
前
高
校
は
離
島
の
学
校
の
た
め
、
島
外
と
の
交
流
が
簡
単
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
機
会
創
出
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
二
八
年
度
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
連
携
し
、

島
前
研
修
交
流
セ
ン
タ
ー
「
三さ
ん
と
う燈

」
に
Ｌ
字
型
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

「
ス
ム
ー
ス
ス
ペ
ー
ス
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
等

身
大
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
た
め
、
あ
た
か
も
向
こ
う
側
に
相
手

の
教
室
が
あ
る
よ
う
に
映
り
、
臨
場
感
の
あ
る
合
同
授
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
宮
崎
県
え
び
の
市
の
県
立
飯

野
高
校
に
も
同
様
の
設
備
が
あ
り
、
定
期
的
に
交
流
授
業
を
行
い
な

が
ら
、
お
互
い
学
ん
だ
地
域
課
題
解
決
プ
ラ
ン
な
ど
の
発
表
や
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
生
徒
の
半
数
が
島
外
か
ら
の
留
学
生
に

　

島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
二
〇
年

に
は
八
八
名
だ
っ
た
全
校
生
徒
数
で
す
が
、
同
二
六
年
に
は
一
五
六

名
と
な
り
、
念
願
の
全
学
年
二
ク
ラ
ス
化
も
実
現
す
る
な
ど
、
生
徒

数
・
ク
ラ
ス
数
と

も
に
倍
増
し
ま
し

た
。
島
留
学
生
の

定
員
は
全
体
の

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
二
四
名
に

定
め
て
い
ま
す
が
、

い
ま
で
は
入
学
希

望
者
数
が
二
倍
を

超
え
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
か
つ

て
は
四
五
パ
ー
セ

ン
ト
と
低
か
っ
た

2年生全員が海外研修としてシンガポールのYale-NUSカ
レッジを訪問。

今年度から希望者を対象に「幸せの国」ブータンでの短期
プログラム研修を実施。

島前研修交流センター「三燈」に整備されたスムーススペ
ース。スクリーンの中に他高校の教室があるように投影す
ることで、一体感のある合同授業を行うことができる。
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地
元
中
学
校
か
ら
の
進
学
率
も
、
今
で
は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
四
年
に
は
、
か
つ
て
よ
り
国
に
訴
え
続
け
て
き
た
高
校
標

準
法
（
註
）
の
改
正
も
実
現
。
離
島
に
お
け
る
教
育
の
特
殊
事
情
の

中
で
教
職
員
定
数
の
加
配
が
認
め
ら
れ
、
教
員
数
も
倍
増
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
島
前
高
校
の
生
徒
の
ほ
ぼ
半
数
が
、
島
外
か
ら
来
た
島
留

学
生
で
す
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
宮
崎
県
ま
で
二
三
の
都
道
府
県
、

さ
ら
に
は
海
外
（
ド
バ
イ
や
上
海
）
か
ら
の
帰
国
子
女
な
ど
、
多
種
多

様
な
生
徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
島
内
生
と
島
留
学
生
の
関
係
は
、

最
初
は
価
値
観
の
違
い
か
ら
ギ
ク
シ
ャ
ク
す
る
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
互
い
の
価
値
観
を
認
め
合
う
よ
う
に
な
り
、「
人
間
関
係

が
ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
環わ

に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
味
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
楽
し
さ
が
あ
る
」「
考
え
方
が
違
う
も
の
ど
う
し
理
解

し
あ
う
こ
と
で
世
界
が
広
が
り
、
ま
る
で
自
分
の
中
の
壁
が
消
え
た

み
た
い
な
感
覚
を
味
わ
っ
た
」
と
い
っ
た
生
徒
の
声
も
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

進
路
や
卒
業
後
の
進
路
に
も
変
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
三
〇
歳

で
島
に
戻
り
、
町
長
に
な
っ
て
こ
の
島
を
幸
福
度
が
高
い
世
界
の
モ

デ
ル
と
な
る
町
に
し
て
い
き
た
い
」「
島
内
外
の
人
と
人
を
つ
な
ぐ

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
起
業
す
る
」
な
ど
、
夢
に
向
か
っ
て
進
路
を

選
択
す
る
生
徒
が
増
加
し
、
国
公
立
大
学
や
私
立
大
学
へ
の
進
学
も

増
え
ま
し
た
。

　

入
居
者
が
少
な
く
赤
字
で
苦
し
ん
で
い
た
寮
は
、
平
成
二
五
年
に

は
定
員
を
満
た
し
、
入
寮
で
き
な
い
生
徒
も
出
始
め
ま
し
た
。
島
前

研
修
交
流
セ
ン
タ
ー
「
三
燈
」
は
、
海
士
町
が
整
備
し
た
長
期
宿
泊

型
施
設
で
す
。
現
在
は
島
留
学
の
男
子
生
徒
が
住
む
「
島
家
」
と
し

て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
に
よ
る
自
主
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
註　

 

高
校
標
準
法
：
公
立
高
等
学
校
の
適
正
配
置
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準

等
に
関
す
る
法
律
。
学
級
規
模
と
教
職
員
配
置
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

そ
の
標
準
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
平
成
二
四
年
の
離

島
振
興
法
改
正
と
同
時
に
、
離
島
に
お
け
る
教
育
の
特
殊
事
情
に
鑑
み
、

離
島
地
域
の
高
等
学
校
の
教
職
員
定
数
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
数
を

加
算
す
る
旨
が
附
則
に
追
加
さ
れ
た
。

●
次
な
る
挑
戦
─
─

持
続
可
能
な
高
校
か
ら
持
続
可
能
な
島
前
地
域
へ

　

こ
れ
ま
で
の
「
魅
力
化
」
は
高
校
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
島
前
の
教
育
と
島
前
地
域
全
体
の
魅
力
化
も
視
野
に

入
れ
た
取
り
組
み
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
校
が
輝

き
を
取
り
戻
し
て
も
、
島
前
が
沈
ん
で
し
ま
え
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
に
根
ざ
し
地
域
を
と
も
に
つ
く
る
学
校
と
し
て
、
保
育
園

か
ら
高
校
ま
で
の
連
携
を
推
進
し
、
地
域
の
未
来
を
つ
く
る
人
づ
く

り
と
教
育
の
魅
力
化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
島
前
地
域
そ
の
も
の
の
魅

力
化
に
も
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
本
年
度
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
名
を
「
島
前
教
育
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
島
前
三
町
村
に
よ
る
「
小
中
学
校
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魅
力
化
」
の
動
き
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
西
ノ
島
町
、
海
士
町
、

知
夫
村
の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
小
中
学
校
の
特
性
を
活
か
し
た
「
教
育

の
魅
力
化
」
を
目
指
し
、
小
中
学
校
で
の
「
島
留
学
」（
一
～
二
年
の

短
期
留
学
）
の
取
り
組
み
も
各
町
村
の
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
て
い
ま
す
。

　

島
前
の
よ
う
な
過
疎
地
域
に
も
っ
と
も
不
足
し
て
い
る
の
は
、
子

ど
も
を
生
み
育

て
る
二
十
歳
代

か
ら
四
十
歳
代

ま
で
の
層
で
あ

り
、
こ
の
子
育

て
世
代
が
定
住

に
お
い
て
重
視

す
る
こ
と
の
ひ

と
つ
が「
教
育
」

で
す
。
島
前
地

域
全
体
が
未
来

の
地
域
を
担
う

ひ
と
づ
く
り
を

行
う
「
教
育
の

島
」
と
な
る
こ

と
で
、
こ
う
し

た
子
育
て
世
代

の
流
出
を
食
い
止
め
、
逆
に
子
育
て
世
代
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
島
前
地
域
の
持
続
可
能
性
は
高
ま
り
、
そ
の

こ
と
が
島
前
高
校
の
持
続
可
能
性
の
強
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
教
育
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ン
ジ
、教
育
に
よ
る
地
方
創
生
へ

　

こ
れ
ま
で
の
教
育
は
、
高
度
経
済
成
長
が
進
む
中
、
全
国
ど
こ
で

も
同
じ
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
標
準
化
」
の
流
れ
の
中
で

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
教
育
が
生
み
出
し
て
い
た
の
は

「
都
会
の
担
い
手
」
の
育
成
と
輩
出
で
し
た
。
結
果
、
地
方
で
は
「
子

ど
も
の
流
出
」
と
「
担
い
手
不
足
」
が
生
ま
れ
、「
過
疎
化
」
と
「
少

子
高
齢
化
」「
文
化
の
衰
退
」
が
加
速
し
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
社
会
が
終
わ
り
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
持
続
可
能

な
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
で
し
か
で
き
な
い
教
育

の
魅
力
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
担
い
手
の
育
成
と
輩
出

が
で
き
れ
ば
、
地
方
で
の「
子
ど
も
／
子
育
て
世
代
の
流
入
」と「
担

い
手
確
保
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
結
果
、
地
方
の
持
続
可
能
性
は

高
ま
り
、
文
化
の
継
承
も
図
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

高
度
成
長
社
会
の
価
値
観
の
中
で
は
最
後
尾
を
走
っ
て
い
た
島
前

地
域
で
あ
り
島
前
高
校
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
社
会
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
は
、
日
本
や
世
界
を
先
導
す
る
「
タ
グ

ボ
ー
ト
（
曳
船
）」
と
し
て
最
先
端
を
走
っ
て
い
く
存
在
に
な
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
突
き
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

■

地域の有志の方々には留学生の「島親」となってもらっている。留学生と島親
の交流バーベキューの様子。
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濱中香理 （はまなか かおり）

昭和51年海士町生まれ。平成14年より
海士町役場に勤務。同27年7月から島
前教育魅力化プロジェクトを担当。

■離島留学と教育魅力化
　島前高校が「島留学」に取り組み、
多くの島外生を迎える形ができてきた。
そのような中、島前3町村の小中学校
も「小中学校の教育魅力化」を図り、
島外からの留学生の受け入れを始めよ
うとしている（表参照）。
　小中学校が離島留学に取り組む利点
は何なのか。3つの町村が考える利点は
さまざまだが、大きくは「固定化され
た人間関係の打破」「部活動の活性化」

「地元の児童・生徒・住民らが住んでい
る地域の魅力を再発見する」「地域の活
性化」などである。留学生が島にやっ
てくることで学級や学校に良い変化が
見られ、同時に家庭や地域に活気が生
まれることを願っている。
　しかし、離島留学の動きは「小中学
校の教育の魅力化」を進めるためのひ
とつの方策に過ぎない。教育の魅力化
とは、「学校の持つ魅力を最大限に発揮

すること。弱点を最小化すること」で
あり、そのための取り組みのひとつが
離島留学なのである。
　現在、離島留学に動き始めた3町村
の教育委員会は、「われわれの島の教育
の魅力は何なのか」をそれぞれで考え
始めたところ。今後は、「自校の魅力と
は何なのか」を小中学校と一緒になっ
て確認していく。
　学校の先生方は目の前の児童・生徒
のために目一杯の取り組みをしている。
自校の教育の魅力は、未来に生きる子
どもたちのことをイメージし、地域資
源（ひと・こと・もの）をもう少し活用し
てみることで見えてくるのではないだ
ろうか。今後は、学校・家庭・地域と
ともに、島まるごとで地域や島の教育
の魅力について考えていく機会をつ
くっていきたい。そのきっかけのひと
つが、離島留学になることは間違いない。

◆島前教育魅力化プロジェクト②◆

（島前教育魅力化プロジェクト　社会教育主事　道川一史）

島前3町村の小・中学校における留学形態

町 村 名 留学名称 形 態 募集学年 募集定員 契約期間

海 士 町 親子留学 親 子 小1 ～中2 1組程度 1年（継続可）

西ノ島町 しまっこ留学 親 子 小1 ～中2 3組程度 規定なし

知 夫 村 島留学 寮 小5 ～中3 8人程度 1年（継続可）




